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2月の別名は如月（きさ‘らぎ）

といいます。きさらぎとは、気さ

らに来るから出た言葉というのが

一説。 もう一説は、 2月は時おり

寒さがぶりかえし、一度ぬいだ着

物をさらに着なおすから「きさら

ぎ」だというもの。きさらぎの春

は、暖かい日があるかと思うと、

ひどく寒い日が現われ、さらにま

たいっそう暖かい日が現われるな

ど、一進一退を繰返しながら進み

ます。むかしから、このように交

互に訪ずれる日の割合を「三寒四

温」といいました。寒いからとい

って家の中にとじこもらないで、

暖かい日には家族そろって、太陽

がいっぱいの野山を歩くなど、自

然に親しんではいかがでしょうか

カゼをひかないような体力をつく

るためにも． ． ,･･ ･。

親子そろって体力づく り （'月19日・東日本地区オリエンテーリング大会）
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高
台
に

新
設
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こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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松
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が
新
設

今
春
川
人
で
開
校

用
地
は
、
農
地
、
山
林
の
約
７
万
平

方
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
と
し
に
な
っ
て
一

部
整
地
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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内
に
は
、
普
通
校
の
高
萩
高
校
と

高
萩
工
業
高
校
の
二
校
が
あ
り
ま
す
が

日
立
市
、
北
茨
城
市
と
と
も
に
県
北
地

区
は
、
毎
年
、
県
内
で
も
最
も
入
試
の

競
争
率
が
高
い
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
た
め
市
で
は
、
競
争
率
を

緩
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し
、
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育
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

ろ
う
と
積
極
的
に
誘
致
し
て
い
た
も
の

で
、
松
丘
高
校
は
県
内
別
番
目
の
全
日

制
高
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と
し
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さ
れ
る
こ
と
に
な
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た
も
の
で
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。
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は
図
書
室
と
普
通
教
室
５
室
な
ど
、
３

階
は
、
図
工
、
理
科
、
音
楽
室
な
ど
特

別
教
育
室
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

受
付
２
月
詔
日
ま
で

花
貫
団
地
に
建
設
中
の
３
階
建
市
営
住

宅
狸
戸
３
（
室
・
台
所
）
建
設
工
事
は

約
和
％
で
、
３
末
に
完
成
し
ま
す
。

入
居
申
込
み
受
付
け
は
２
月
泌
日
ま

で
で
家
賃
は
１
万
１
２
０
０
円
の
予
定

で
す
。詳
し
い
こ
と
は
、
市
財
政
課
管
財
係

（
趣
内
線
２
５
４
）
で
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
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こ
と
し
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出
初
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は
、
１
月
理

日
市
役
所
前
通
り
で
行
な
わ
れ
ま
し
た

市
長
観
閲
、
新
車
披
ろ
う
、
代
表
演
技

に
引
続
き
、
消
防
功
労
者
や
協
力
者
に

表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
知
事
表
彰
は
次
の
方
々
で
し

た
。
（
敬
称
略
○
印
数
は
分
団
）

○
永
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勤
続
功
労
章
（
訓
年
以
上
）

穂
積
政
治
（
消
防
団
本
部
）
荒
川
義
次

①
桑
原
正
人
②
小
野
政
好
⑪

篠
原
新
一
郎
⑫
斉
藤
勝
美
⑫
岡

野
邦
公
⑮

○
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
表
彰
高
萩
市
婦

人
消
防
ク
ラ
ブ
代
表
佐
川
道
江
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す
が
、
校
舎
の
完
成
は
７
月
末
の
予
定

に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
、
県

立
高
萩
高
校
の
校
舎
を
借
り
て
授
業
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

写
真
Ⅱ
整
地
が
は
じ
ま
っ
た
松
丘
高
校

消
防
出
初
式
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第
４
回
〈
枢
月
）
定
例
会

哩
月
Ⅳ
日
か
ら
型
日
ま
で
８
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
、
上
程
さ
れ
た
報
告
４

件
、
議
案
鵡
件
は
、
い
ず
れ
も
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
団
体
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行

土
地
改
良
法
に
基
づ
い
て
市
が
事
業

主
体
と
な
り
、
玉
川
地
区
か
ん
が
い

排
水
事
業
を
施
行
す
る
こ
と
に
議
決

を
求
め
た
も
の
で
す
。
玉
川
排
水
路

は
不
完
備
の
た
め
、
冠
水
や
ろ
う
水

な
ど
に
よ
り
耕
作
物
に
被
害
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
の
で
、
曲
折
を
減
じ
コ

ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
で
水
路
を
改
修
し

こ
の
労
力
の
節
減
と
農
産
物
の
生
産

向
上
を
図
る
も
の
で
す
。
改
修
用
水

路
は
約
２
，
５
０
０
メ
ー
ト
ル
に
な

り
ま
す
。

■
昭
和
鯛
年
度
高
萩
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）
一

３
１
５
５
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
は
詔
億
１
５
７
６
万
４
０
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
歳
入
で
、
市
税
の
特
別
土
地

保
有
税
の
２
０
１
８
万
円
が
見
込
ま

れ
た
こ
と
と
、
民
生
費
国
庫
負
担
金

の
増
額
１
２
４
５
万
円
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
老
人
福
祉
、

医
療
福
祉
な
ど
民
生
費
に
１
９
５
０

万
円
が
、
環
境
衛
生
の
た
め
の
清
掃

費
に
１
１
４
８
万
円
が
追
加
さ
れ
ま

ー

篭
講議識
蕊辮溌蕊蕊熱溌溌識蕪辮

し
た
。

■
昭
和
蛤
年
度
高
萩
市
一
般
会
計
・
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

■
高
萩
市
工
業
用
水
道
事
業
条
例
の
一

部
改
正

【
採
択
】

○
日
天
産
業
高
萩
炭
化
工
場
建
設
反
対

に
関
す
る
請
願
（
大
能
）

○
秋
山
小
学
校
周
辺
通
学
路
舗
装
工
事

実
施
に
つ
い
て
の
請
願

○
高
浜
町
３
丁
目
地
内
排
水
溝
新
設
に

関
す
る
請
願

○
動
力
噴
務
機
雌
入
助
成
に
関
す
る
請

願
○
山
間
地
域
農
作
物
（
水
稲
）
災
害
に

関
す
る
請
願

○
母
子
家
庭
の
母
及
び
寡
婦
の
医
療
費

無
料
化
に
関
す
る
陳
情

○
集
会
所
設
置
に
関
す
る
請
願

（
石
滝
団
地
）

【
不
採
択
】

○
日
天
産
業
高
萩
炭
化
工
場
建
設
反
対

に
関
す
る
請
願
（
上
手
綱
）

（
解
決
済
み
）

○
幼
稚
園
教
育
充
実
に
関
す
る
陳
情

【
継
続
審
査
】

○
道
路
舗
装
及
び
付
帯
工
事
の
実
施
方

に
関
す
る
請
願
（
若
栗
）

○
酪
農
組
合
施
設
に
関
す
る
陳
情

○
非
常
勤
母
子
相
談
員
の
慰
労
金
給
付

に
関
す
る
陳
情

○
市
嘱
託
医
等
に
対
す
る
待
遇
改
善
に

関
す
る
陳
情

○
市
営
住
宅
（
土
地
・
家
屋
）
払
い
下

げ
に
関
す
る
請
願
（
高
浜
町
）

陳
情
請
願
報
告

－

妄
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民
生
委
員
（
児
童
委
員
も
兼
ね
る
）

印
人
が
改
選
さ
れ
、
哩
月
１
日
付
で
厚

生
大
臣
（
地
区
担
任
は
県
知
事
）
か
ら

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
髭
年
、
月

訓
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

民
生
委
員
は
、
地
域
住
民
の
福
祉
に

つ
い
て
相
談
相
手
と
な
っ
た
り
、
市
福

祉
事
務
所
と
の
。
〈
イ
ブ
役
と
し
て
日
々

高萩市民生委員・児童委員名簿

》

生
活
保
護
な
ど
の
相
談
は

f

○印は新任（昭和49年12月1日現在）

名 ｜ 住 所 ｜電話| }m 当 地 域氏

賀
川
内
藤
川
豆

子
吉
子
次
子
隆
子
穂
子
子
助
み
く
弘
義

喜
信
輝
啓
光

み
満
一
翠
之
き
き
政

多
畑
た
た
光
‐

９
２
９
１
５
９
４
３
６
１
８
５
８
１
９

２
６
１
１
４
７
１
１
０
６
０
８
２
６
１

１
０
６
３
６
１
０
４
５
３
４
３
８
０
３

２
３
４
３
２
３
４
４
３
２
４
３
２
２
２

②
②
②
②
②
②
②
②
②
②
②
②
②
②
②

３
１

５
４
４
７
３
８
７
９
０

７
５
１
５
８
４
８
１
６
６
５
１

”
調
犯
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

吟
生
生
唖
陀
皿
叩
叩
岫
雌
叩
町
叩
叩
雌

町
町
町
日
和
和
本
明
明
明
前
浜
浜
浜
浜

本
本
本
春
大
大
東
有
有
有
肥
高
高
高
高

本町1、大和町2の1部

本町2， 3

本町4、春日町3

春日町1，2

大和町1， 2

大和町3， 4

東本町1， 2，同3の1部

有明町1， 2

有明町3

有明町3の1部、高浜町2の1部

肥前町1， 2、東本町3， 4

高浜ll l丁1， 2

高浜町3のT|].営住宅通り東

高浜町3の市営住宅通り西

高浜町3の加工製紙関係

有
石
大
安
佐
小
一
石
畦
鈴
佐
政
横
杉
佐
伊○

お
気
軽
に
民
生
委
員
へ

活
雌
し
て
い
ま
す
。

特
に
生
活
保
護
家
庭
、
母
子
家
庭
、

身
体
害
障
者
、
老
人
な
ど
の
福
祉
に
は

親
身
に
な
っ
て
問
題
解
決
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
生
活
上
の
問
題
で
、
お
困

り
や
お
悩
み
の
あ
る
人
は
ゞ
お
気
軽
に

担
当
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

塚
部
木
藤
井
山
山
藤
藤

照山三五郎

沼野 義次

丹 たま

○石井 正子

伊藤二三男

○柴田 正巳

川井 武

根木 昇

久保田武志

小森 忠義

下山田 薫

○堀江 やゑ

大都 貞喜

大部 英子

武藤 宏志

大須賀幸男

神永四郎吉

柴田 萩子

国中 梅夫

鈴木 夕 ヨ

田村 義公

鈴木千穂子

永 |L| たけ

○神代 平

小松 秀子

小山ひさ子

佐藤 享子

鈴木 保

滝 五雄

豐田 武門

○鈴木 彰

豊田四郎次

沼田 ヨ、シ

佐川順一郎

○樫村 甫

安良川92－2

安良川679

安良川272

安良川?69－8

安良lll1691

石滝99 1

７
２
９
３
７
３

７
０
８
５
５
８

０
０
０
ワ
］
１
３

２
２
２
３
３
５

②
②
②
唇
③
。

安良川1～6

安良川7～10

安良llll2～14

安良川12－17

安良川西裏全祁

石滝、花貰団地

烏名1 ， 2、万代|IIJ-

烏名3南北、西町

島名上、秋山中3，北方3

1日秋1 | 1坑

秋山下1， 2， 3，滝の沢

秋山中1， 2， 5、福平

秋山上、北方

秋山上4， 5，和野、下和野

高萩炭砿社宅

駒木原、坂東塚団地

台高萩、駒木原、萩丘団地

１
２
４
６
３
６
４
９
９
３
８

９
１
３
４
２
６
６
８
９
０
４

０
２
２
７
・
Ｏ
Ｊ
３
７
１
１
７
３

０
０
０
３
２
４
４
２
１
２
０

③
③
兵
哩
２
③
②
②
⑤
③
③
⑧

（
ｂ
ｑ
ソ

ー
４

４
２
２
１
８
’
４
０
９
４
２
７
５
８
４
１
１

４
２
２
４
０
２
２
２
０
１
６

１
２
２
２
１
６
７
４
３
７
８

名
名
名
山
山
山
山
山
山
萩
萩

烏
島
島
秋
秋
秋
秋
秋
秋
高
高

…函菫

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
、
哩
月
１

日
か
ら
釧
日
ま
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

善
意
に
よ
り
、
こ
の
運
動
の
目
標
額
の

卯
万
円
を
大
幅
に
上
回
る
１
３
６
万
７

０
４
９
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
達
成

率
は
１
５
２
・
〈
１
セ
ン
ト
に
な
り
ま
ず

ご
協
力
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
、
医
療
、
養
老
、
児
童
な

ど
の
福
祉
施
設
や
、
ま
た
め
ぐ
ま
れ
な

い
ひ
と
び
と
に
贈
り
ま
し
た
の
で
ご
報

－'

２
３
２
０
９
｝
，
０
３
７
０
０
４
１
６
３
３
４
７

７
３
１
８
１
３
３
８
３
１
１
３
１
０
４
１
８
４

４
４
９
９
２
７
７
０
３
４
８
０
６
２
３
１
２

１
４
２
２
０
２
２
３
３
０
４
４
７
７
７
８
８

⑤
②
②
②
③
②
②
②
②
③
②
②
若
若
若
若
若
若

１

３
４
５
３
８
０
４
３

１
０
４
９
１
８
８
７
２
８
８

３
８
９
０
４
６
４
７
８
１
８
２

５
９
８
６
５
３
２
１
４
１
２
２
７
１
４
２
８
１

塑
祁
鵠
旧
綱
綱
綱
綱
綱
綱
綱
棡
四
田
田
訂
縄
川

戸
戸
浜
浜
手
手
手
手
手
手
手
手
川
君
君
栗
能
戸

高
高
赤
赤
下
下
上
上
上
上
上
上
横
下
上
若
大
中

行人塚、石河原

高戸

赤浜

上宿、北久保

下手綱

唯子尾、石崎、屋敷

杉岡､杉内､大工町､小和田､粕内

川側、馬場、すどれ、石舟

堀の内、畑中、前の内、二本杉

千代田、滝の脇、金成、豊栄

千代田

開口、仙道坂、菅の沢

横川

下君田

上君田

若栗

大能

中戸川

告
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
総
額
の
う
ち
常
会
な
ど
を
通

さ
れ
た
金
額
は
１
２
９
万
４
３
０
０
円
“

そ
の
ほ
か
寄
託
さ
れ
た
金
額
は
７
万
２

７
４
９
円
で
、
次
の
方
々
で
し
た
。

○
加
藤
一
男
さ
ん
Ⅱ
島
名
‐

、
’
５
，
，
０
０
，
０
円

○
み
の
わ
技
芸
学
院
職
員
生
徒
一
同
“

１
２
，
７
４
９
円

○
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

５
０
，
０
０
０
円

○
秋
山
順
恵
さ
ん
Ⅱ
安
良
川
５
，
０
０
０
円

雨一
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０
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０
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①
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こ
と
し
も
市
、
県
民
税
の
申
告
時
期

と
な
り
ま
し
た
。
申
告
期
間
は
２
月
Ⅳ

日
か
ら
３
月
晦
日
ま
で
で
す
。
正
し
く

申
告
し
て
納
得
い
く
税
金
を
納
め
ら
れ

る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
申
告
害
は

２
月
、
日
ご
ろ
各
世
帯
に
送
付
し
ま
す

申
告
の
期
限
ま
ぎ
わ
に
な
り
ま
す
と
た

い
へ
ん
こ
み
あ
い
ま
す
か
ら
、
で
き
る

だ
け
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ

る
方
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
を
し
な

く
て
も
け
つ
こ
う
で
す
。
ま
た
、
市
・

県
民
税
の
申
告
を
さ
れ
た
方
は
、
個
人

事
業
税
の
申
告
は
不
要
で
す
。
申
告
の

受
付
け
、
相
談
は
２
月
五
日
か
ら
３
月

晦
日
ま
で
市
役
所
税
務
課
（
麓
内
線
２

１
１
１
２
１
５
）
で
行
な
い
ま
す
。

申
告
の
と
き
持
参
す
る
も
の

①
印
鑑
②
社
会
保
険
料
の
領
収
書
③

医
療
費
の
領
収
書
④
生
命
・
簡
易
保
険

証
書
ま
た
は
領
収
書
⑤
給
与
所
得
者
の

場
合
は
源
泉
徴
収
票

申
告
の
出
張
相
談

次
の
日
程
で
市
・
県
民
税
の
出
張
相

談
を
行
な
い
ま
す
か
ら
、
近
く
の
会
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
、
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
で
す
。

○
２
月
訓
日
上
君
田
公
民
館
下
君

田
公
民
館
横
川
小
学
校

○
２
月
迦
日
若
栗
公
民
館
大
能
公

民市

鵬
の
申
告
は
早
め
に

期
限
は
３
月
澗
日
ま
で

民
館
中
戸
川
公
民
館

○
２
月
理
日
関
口
公
民
館
北
組
公

民
館
南
組
公
民
館

○
２
月
妬
日
下
組
公
民
館
下
手
綱

公
民
館
高
戸
公
民
館

○
２
月
泌
日
秋
山
下
公
民
館
秋
山

中
公
民
館
山
手
公
民
館

○
２
月
幻
日
島
名
公
民
館
石
滝
公

民
館

○
２
月
調
日
安
良
川
公
民
館
消
防

団
第
２
分
団
詰
所
（
駅
東
地
区
）

善
意
銀
行
に

○
山
田
新
吉
さ
ん
Ⅱ
下
手
綱

拾
得
物
報
労
企
を
１
，
０
０
０
円

○
鈴
木
豊
男
さ
ん
Ⅱ
県
児
童
福
祉
司

臨
海
学
園
に
５
，
０
０
０
円

○
中
野
敦
子
さ
ん
Ⅱ
高
浜
町

、１
０
０
０
円

○
高
萩
尚
校
生
徒
会
第
３
回
萩
苑
祭
実

行
委
員
会
７
６
，
９
８
０
円

○
田
中
晴
雄
さ
ん
Ⅱ
本
町
２
０
，
０
０
０
円

○
高
萩
高
校
１
年
３
組

文
化
祭
利
益
金
を
１
８
，
１
１
９
円

○
高
萩
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合

茨
城
国
体
婦
人
部
出
張
販
売
益
金
を

１
０
，
５
０
０
円

一

鰄

華
呈
忌

あ
ｎ
が
と
う

華
呈
忌

あ
ｎ
が
と
う

ー

○
つ
く
し
子
供
会
Ⅱ
石
滝
団
地

廃
品
回
収
益
金
を
５
、
＃
０
０
０
円

○
高
萩
明
る
い
街
づ
く
り
推
進
協
議
会

青
年
部
４
０
，
０
０
０
円

○
日
本
加
工
製
紙
青
年
婦
人
部

１
０
，
７
８
０
円

○
成
人
式
参
列
ユ
キ
ア
タ
リ
バ
ッ
タ
リ

新
年
会
当
日
幹
事
寺
門
一
雄
さ
ん

東
本
町
根
本
敏
子
さ
ん
Ⅱ
春
日
町

新
年
会
残
金
を
１
１
，
５
２
０
円

成
人
式
は
１
月
胆
日
、
中
央
公
民
館

で
晴
れ
や
か
に
行
な
わ
れ
、
こ
と
し
市

内
で
”
は
た
ち
”
の
門
出
を
し
た
４
５

２
人
（
男
２
０
３
人
、
女
２
４
９
人
）

に
か
ぎ
り
な
い
祝
福
を
お
く
り
ま
し
た

成
人
者
を
代
表
し
て
、
豊
田
ゑ
え
子

さ
ん
（
写
真
）
が
「
物
事
が
正
し
く
判

断
で
き
る
人
間
と
な
り
、
最
善
の
努
力

を
重
ね
社
会
に
貢
献
し
ま
す
」
と
力
強

く
誓
い
を
た
て
ま
し
た
。

は
た
ち
の
喜
び

鐙飼~、

ｰ

／ノノノノ〃/ﾉﾉﾉﾉﾉﾉﾉ//〃”/〃//”/ノノ〃〃//ﾉﾉﾉﾉﾉ／ノノ/ﾉ〃ﾉﾉﾉﾉ〃ﾉ〃/ソノ

：つ月28日→3月13B

鎧鈎確舜競難
■牛活の一部にしよう ミ

ミ
火の点検 ミ

ミ

※火災予防条例第24条空地の所有 ミ

ミ
者管理者は、空地の枯草等の燃焼

のおそれのある物の除去、予防卜

必要な措憧をしなければならない §

、、ゞ、、、、、『託、氏誕界、欝、、、天、、決託、

3 等 三 ミ
ニ 日＝

三 三

三 三 下3けた 三 ､
二 三 ＝ 、
＝ 目＝

封筒とグリーテイン各組共通 683 ﾆ ミニ 二
＝ ＝

: ングカードセツト 023 ニ ミ
＝ 三 ＝ 、
＝ 三

二 ＝ 4 等 ニ ミ

三 ．…季ｼｰﾄ譽総蕊過下璽‘鱸§

菫Ⅷ]鯛；:菫
胃 妄IⅡIlIlIⅡ11Ⅱ11 』Ⅱ』ⅡⅡⅡIll8Ⅱ11Ⅱ11Ⅱl IlI l ll lⅡⅡ11ⅡⅡⅡIIII 11ⅡⅡⅡⅡ1 1 1Ⅱ』IⅡIⅡ1｣｣Ⅲ11 1Ⅱl＝ 、′〃ノ

二『I u I lIlO‘ 1 1 11 1叩' 1 11 1 1 1 ｣ ,rⅡ1 1 , Ⅱ1 1.01 1 1 1 , ' 1 1 1 1 ,1 1川, IⅡ1 1 , 1 1h叩'Ⅱ1 1 , 1 1 1 1, u I lⅡI‘ ｣Ⅱ' 1 ‘ ' 1 ' , ﾄ lI u oI l l l 10l I I I l

亨
弓

剛!ﾘ曠
三
＝

皇 .‘‘l l l l l

号
己

舅

亭
二

皇 豊かで住承よ'いまちづくりのた蜘

弓 あなたの意見を、どうぞ市政に反
三

三 映させてください。
三

三 ○資格市内居住が2年以上の人
皇

（公職をもたない人） 、
三

三 ○人員20人

号 ○任期昭和50年4月1日から51年
＝

三 3月末日まで1年間

弓 ○仕事の内容アンケートの回答
三

三 市政に対する意見・要望・情報な
三

三 どの提供、モニター連絡会議出席・

言 ○方法住所、氏名、恥業、年令

皇 を明記して郵送すること

言 ○締切り 昭和50年3月1日

皇 ○申込み先市役所市民l11談室

（趣内線219）
三
＝

亨
三『Ⅱ,, 1 11 11 11ⅡⅡ ,!Ⅱ1 1 , Ⅱ IⅡ1.,Ⅱ1 1 , Ⅱ 1 1 1, 1 ！Ⅱ' Ⅱ , Ⅱ UⅡ1 , , '1 11 ， Ⅱ '111 1 1Ⅱl Ⅱ ｡,IⅡ‘‘ 1 11 11 ‘ '1Ⅱ↑.'Ⅱ1「 ' ' 1 1』! ’ , lⅡ! , Ⅱ ' 11, 11 1Ⅱ

、
、
Ｎ
、
、
炎
、
、
、
、
、
、
、
、
、
Ｎ
逼
氏
、
電
電
、

べ

ゞ

、
、
、
、
、
、
Ｎ
、
、
、
瓦
乱
、
、
、
、
益
、

〃
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裡
・

日
で
終
了
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
昭
和

印
年
度
分
（
師
年
４
月
１
日
か
ら
副
年

３
月
孤
日
ま
で
）
を
、
２
月
１
日
か
ら

程

加
入
受
付
け
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
”
日

見
舞
金
の
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
蕊
付

の
で
、
未
加
入
の
方
も
ぜ
ひ
こ
の
機
会
害災
受

に
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
率
張

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
く
ふ
う
と
、

出

用
心
が
た
い
せ
つ
な
こ
と
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、

ヴ
ヨ
・
二
■
■
・
・
二
』
一
Ｂ
Ｂ
・
■
一
二
一
・
口
“
・
】
［
一

ご
・
・
・
毎
二

一
一
▲
・
・
▲
一
室
一
・
・
。
》
一
一
一
一

・
・
・
三

画
一
口
■
・
・

一
■
一
一
ｂ
・
全
二
一
一
・
・
■

一
二

・
■
鄙
“
二
一
二
一
・
・
・
口
二
口

一
・
口
■
二
菫
一
・
・
■
■
一
一

一
■
■
■
・
二

言
一
・
・
・
・
壽
・
二
・

再
阜
阜
・
・
二
．
一
一
・
”
△
そ
こ
巳
・
“
ロ
マ
ー
邑
一
『
園
“
・
全
一
一
”
・
・
三
．
一
一
阜
阜
・
“
』

一

一
・
口

三

三

△

ロ

ロ

ミ

舌

・

・

・

皇

ｑ

一

一

・

・

阜

“

一

【
言
・
・
・
”
二
弩
・
・
畠
二
［
◇
▽
・
“

三
一
ｑ
▽
◇
△
『
【
二
】
・
▽
“

一
一
三
■
・
」
二
一
“
◇
“
△
一
二
二
・
・
口
・
一
二
二
一
・
『
・

一
二
一
一
口
呵
口
■
一
二
一
口
■
・
・
胃
《
一
室
・

交
通
災
害
共
済
組
合
は
、
県
内
の
市
だ
れ
が
交
通
事
故
に
あ
う
か
わ
か
ら
な

町
村
が
あ
つ
ま
っ
て
つ
く
り
、
加
入
者
い
時
代
で
す
。
万
一
の
と
き
に
備
え
て

の
う
ち
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ
こ
の
交
通
災
害
共
済
に
家
族
そ
ろ
っ
て

わ
れ
た
人
に
見
舞
金
を
支
払
う
事
業
を
加
入
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す

行
な
っ
て
い
ま
す
。
会
費
は
、
お
と
な
５
０
０
円
、
中
学

み
な
さ
ん
が
、
い
ま
ま
で
加
入
し
て
生
以
下
３
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
る
交
通
災
害
共
済
の
期
間
が
３
月
証
見
舞
金
額
な
ど
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

フ
キ
ノ
ト
ウ
（
キ
ク
科
）

万
一
に
備
え
交
通
災
害
共
済
に

別
年
度
分
を
受
付
け
中

・
・
▲
二
・
垂

・
・
Ｇ
一
二
二
・
・
・
■
一
二
一

口
・
・
一
『
一
存
。
。
■
一
一
口
毎
▲
・
・
・
一
二
一
室
■
『
■
垂
↑
一
一
一
・
・
①
・
二
【
一
・
・
■

居
“
一
一

▲
・
二
一
」
【
一
・
・
》
■
一
二
一
口
■
■
・
一
二
二
・
・
・
・

一
口
戸
口
Ｆ
・
・
一
二
一
二
口
ｂ

”
ロ
“
凸
一
三
一
“
△
。
”
一
『
一
二
一
・
・
・
・
菫
△
さ
“
“
“
・
一
二
一
・
口
・
・
一
二
一
”
・
守
阜
二
三
二
・
・
阜
”
二

一
一
・
・
・
“
一
二
言
ｂ
・
・
一
一
↓
一
・
，
・
二
一
↓
ニ
ー
”
◇
△
二
・
一
『
”
・
■
・
三
一
一
阜
“
・
・
一
二
一
”
ロ
マ
．

一
苫
一
・
・
△
△
一
一
・
二
・
口
・
・
一
二
』
寺
・
阜
△

【

－

早
春
、
陽
の
よ
く
あ
た
る
土
手
な
ど
と
雌
花
が
別
々
の
株
に
咲
い
て
い
る
の

の
土
の
間
か
ら
、
そ
こ
こ
こ
に
顔
を
の
が
わ
か
り
ま
す
。
雌
花
は
さ
ら
に
背
丈

ぞ
か
せ
て
い
る
フ
キ
ノ
ト
ウ
は
、
み
る
が
伸
び
綿
毛
と
な
り
、
一
つ
一
つ
の
実

か
ら
に
愛
ら
し
く
新
鮮
な
緑
も
あ
ざ
や
が
ラ
ッ
ヵ
サ
ン
の
よ
う
に
な
っ
て
と
び

か
で
、
い
か
に
も
春
を
告
げ
る
使
者
の
散
り
ま
す
。

よ
う
に
み
え
ま
す
。
フ
キ
ノ
ト
ゥ
は
、
い
ろ
い
ろ
に
調
理

フ
キ
ノ
ト
ウ
は
蕗
（
ブ
キ
）
の
花
芽
し
て
春
を
味
わ
う
の
も
格
別
で
、
す
が

で
、
背
が
伸
び
て
く
る
と
蕗
の
花
の
集
す
が
し
い
土
の
香
り
と
特
有
の
ほ
ろ
に

ま
り
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
き
が
さ
を
も
っ
て
い
ま
す
。
野
菜
の
と
ぼ

ま
す
。
よ
く
注
意
し
て
み
る
と
、
雄
花
し
か
っ
た
古
い
時
代
で
は
、
圭
月
物
を
ほ

し
が
っ
て
い
る
体
に
何
程
か
養
生
に
な

柾
が
仰
ぐ
の
，
蕊
と
踵
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
霞
た

撫
撚
認
雄
物
⑨
溌
淫
巽
蕊
崖

あ
っ
て
根
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

月日｜ 会 場｜ 時 間

12下手綱公民館

南組〃

関口 〃

北組〃

赤浜願成寺

０
０
０
０
０
０
０

３
２
１
０
３
１
０

■
■
合
①
凸
ｃ
■

９
０
１
２
１
２
３

１
１
１

一
一
一
一
一
一
一

０
０
０
０
０
０
０

０
５
４
３
０
５
３

９
９
０
１
１

１
１

2

ー

蕪蕊: :
秋山小学校

山手公民館

秋山中学校

秋山下公民館

島名公民館

９
０
１
１
２

１
１

０
０
０
０
０

０
５
０
３
３

■
申
■
甲
■

０
０
２
１
２

１
１
１

一
一
一
一
一

０
０
０
０
０

０
２
１
０
０

2．13

は
、
各
連
絡
員
を
通
し
て
各
世
帯
に
お

く
ば
り
し
た
交
通
災
害
共
済
組
合
か
ら

の
お
知
ら
せ
（
加
入
申
込
書
）
を
ご
ら

ん
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
日
程
で
交
通
災
害
共
済

加
入
の
出
張
受
付
け
、
相
談
会
を
行
な

い
ま
す
か
ら
、
都
合
の
よ
い
と
こ
ろ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
一
」
と
や
加
入
手
続
き
は
、
市

民
相
談
室
（
趣
内
線
２
１
９
）
へ
お
願

い
し
ま
す
。

｜
塾 石滝公民館

安良川公民館

東小学校

第2分団詰所

高浜集会所

０
０
０
０
０

３
２
１
３
３

■
。
●
■
■

９
０
１
１
２

１
１
－
粋

一
一
一
一
一

０
０
０
０
０

０
５
４
０
５

14 ９
９
０
１
１

１

一
二
画
『
一
二
一
■
白
戸
一
二
言
画
一
一
一
盲
Ｆ
一
二
二
二
二
一
Ｆ
●
』
一
二
一
■
一
一
一
一
盲
二
一
二
画
・
｜
｜
』
一
豈
呂
一
一
一
舌
二
一
一
二
■
■
二
一
二
一
二
一
一
一
一
』
三
一
一
告
一
一
一
一
』
二
｛
二
二
二
一
】
一
■
■
二
一
一
一
一
凸
一
一
｛
一
言
Ｆ
一
室
冒
二
二
一
句
』
画
一
一
一
吾
二
二
二
二
冒
戸
園
二
一
二
’
一
一
呂

ｌⅡ

鑓

．

胴

卜

目

：

繩

羅
灘
溌
驚
蕊
霧
諏
”

議霧蒸凝謹蕊燕

，＃
●●・●
亀

熱
鴬
識 f
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皇弓 二

霊広報･国体写真掲示言
三 言 こ
さ 言 ところ市役所玄関ホール ＝
ミ 三 三

三 三 とき2月2○日まで 署

菫写真落書大会､おはようサイクリ ミ
デ ミ ング大会、ママさんバレーボール大 二
三 三

菖 卓会、市民歩く会、市民音楽祭、NH =
写 二 三

言 三 K歌の星座、茨城国体、市民号、成 言
畠 三 弓

三 三人式（50年）、その他広報写真 言
＝ 吾

言
与 卓※希望者におわけします。
旦 三 亭

ま カラー55円、白黒25円 三

三…言

関ホール 弓
三

まで 言
おはようサイクリ こ
んバレーボール大 皇

市民音楽祭、NH =
三

ヨ体、市民号、成 言
弓

の他広報写真 言
言

します。
二

、 白黒25円 三
舞唇溌泌: 、 妄

童蕊燕一 言
諏爵域』ﾙﾙﾙ麹蕊簿蕊、 三
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きっとお役に方ちます
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照明器具は時々掃除しましよう

ランプや照明器具にホコリや汚れが

つくと明るさが低くなり電気のムダ

使いです。手まめに清掃するように。
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冒
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毒
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言
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冨
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篭議蕊
と き 3月1 ．2日

ところ高萩市中央公民館
内容商品見本等の展示、食品

の実験、栄養献立、東京電力、

高圧ガス消防相談、体力テスト

買物テスト、修繕、消費生活相

談など …"擢蟻擬認識鍵琴蕊錦…
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古いけい光ランプは早めに
取りかえましょう

けい光ランプは、点灯時間の経過と

ともに明るさが減少します。消費電

力は変りませんから、家庭では5000

時間で取りかえた方が経済的です。

東京電力サービスステーション
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